
ATM の MQC トラフィックシェーピングオー
バーヘッドアカウンティング

ATMのMQCトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング機能を使用すれば、
ブロードバンド集約システム（BRAS）で、パケットにQuality of Service（QoS）機能を適用する
ときにさまざまなカプセル化タイプを考慮できます。一般的に、イーサネットデジタル加入者

線（DSL）環境では、ルータからデジタル加入者線アクセスマルチプレクサ（DSLAM）までの
カプセル化がギガビットイーサネットで、DSLAMから加入者宅内機器（CPE）までのカプセル
化が ATMです。 ATMオーバーヘッドアカウンティングを使用すれば、ルータで、加入者線上
のATMカプセル化と、セル分割で増加したオーバーヘッドを考慮できます。この機能を使用す
れば、サービスプロバイダーは加入者線でのオーバーランを防止することができ、ルータでは

ATMパケットで使用される実際の帯域幅に対して QoS機能を実行できるようになります。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングに関する前提条件

トラフィックは class-mapコマンドを使用して設定する必要があります。

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングに関する制約事項

•ポリシーマップ内で使用されるカプセル化タイプと、親ポリシーマップと子ポリシーマッ
プ間で使用されるカプセル化タイプを同じにする必要があります。

• ATMオーバーヘッドアカウンティングを含むように設定されたポリシーマップは、イーサ
ネットインターフェイス（またはイーサネットインターフェイス上の IPセッション）以外
に対応付けないようにする必要があります。

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングについて

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
の利点

ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング機能を使用すれば、BRAS
でパケットに QoSを適用するときにさまざまなカプセル化タイプを考慮できます。一般的に、
イーサネット DSL環境では、BRASから DSLAMまでのカプセル化がギガビットイーサネット

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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で、DSLAMから CPEまでのカプセル化が ATMです。 ATMオーバーヘッドアカウンティング
を使用すれば、BRASで、加入者線上のATMカプセル化と、セル分割で増加したオーバーヘッド
を考慮できます。この機能を使用すれば、サービスプロバイダーは加入者線でのオーバーランを

防止することができ、ルータでは ATM加入者トラフィックで使用される実際の帯域幅に対して
QoS機能を実行できるようになります。

BRAS とカプセル化タイプ
BRASは、DSLAM-CPE側用に設定されたカプセル化タイプを使用して、パケット当たりの ATM
オーバーヘッドを計算します。

DSLAM-CPEカプセル化タイプは、サブネットワークアクセスプロトコル（SNAP）と、ATMア
ダプテーション層 5（AAL5）の後ろにRoutedBridgE（RBE）、x-1483、x-dot1q-rbe、IP、PPP over
Ethernet（PPPoE）、または PPP over ATM（PPPoA）カプセル化が続くマルチプレクサ（MUX）
フォーマットに基づいています。DSLAMは IPパケットと PPPoEパケットをペイロードとして扱
うため、BRASは IPカプセル化と PPPoEカプセル化を考慮しません。

BRAS-DSLAM側のカプセル化は IEEE802.1QVLANまたはQ-in-Q（qinq）です。ただし、DSLAM
はBRAS-DSLAMカプセル化を削除するため、BRASは 802.1Qまたは qinqカプセル化を考慮しま
せん。

AAL5の分割処理によって、5バイトのセルヘッダー、AAL5コンバージェンス副層共通部（CPCS）
パディング、および AAL5トレーラのオーバーヘッドが追加されます。詳細については、ATM
オーバーヘッドの計算, （4ページ）を参照してください。

加入者線カプセル化タイプ

ルータは、次の加入者線カプセル化タイプをサポートします。

• snap-rbe

• mux-rbe

• snap-dot1q-rbe

• mux-dot1q-rbe

• snap-pppoa

• mux-pppoa

• snap-1483routed

• mux-1483routed

• snap-rbe-dot1q

• mux-rbe-dot1q

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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上記カプセル化タイプは、AAL5、qinq、および dot1qカプセル化用です。使用されているプ
ラットフォームに基づくオフセットを使用したユーザ定義のカプセル化もサポートされます

（注）

ATM オーバーヘッドの計算
ATMのトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング機能は、BRASでの ATM
カプセル化オーバーヘッドを考慮することによって、加入者線のオーバーサブスクリプションを

防止します。 ATMオーバーヘッドを計算するときに、ATMのトラフィックシェーピングオー
バーヘッドアカウンティング機能は次の要素を考慮します。

• BRASで使用されるカプセル化タイプ

• CPCSトレーラオーバーヘッド

• DSLAMと CPE間で使用されるカプセル化タイプ

次の式を使用してオフセットサイズ（ATMオーバーヘッドアカウンティングの計算に使用され
るパラメータ）が計算されます。

バイト単位のオフセットサイズ = (CPCSトレーラオーバーヘッド) + (DSLAMと CPE間) - (BRAS
カプセル化タイプ)

この公式から得られたバイト単位のオフセットサイズについては、次の表を参照してください。

このオフセットサイズと一緒に CPCS内のパケットサイズとパケットアセンブラ/ディスアセン
ブラ（PAD）がルータでの ATMオーバーヘッドアカウンティングレートの計算に使用されま
す。

8バイトの CPCSトレーラオーバーヘッドが AAL5に対応します。 4バイトの CPCSトレーラ
オーバーヘッドが AAL3に対応しますが、AAL3はサポートされません。

（注）

表 1：ATM オーバーヘッドの計算に使用されるバイト単位のオフセットサイズ

オフセットサイズDSLAM と CPE 間CPCS トレーラオー
バーヘッド

BRAS使用されているカプセ

ル化タイプ

-73818dot1q mux-1483routed

-46818dot1q snap-1483routed

414818dot1q mux-rbe

1424818dot1q snap-rbe

818818dot1q mux-dot1q-rbe
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オフセットサイズDSLAM と CPE 間CPCS トレーラオー
バーヘッド

BRAS使用されているカプセ

ル化タイプ

1828818dot1q snap-dot1q-rbe

-142818 + 6qot1q mux-pppoa

-124818 + 6qot1q snap-pppoa

-113822qinq mux-1483routed

-86822qinq snap-1483routed

014822qinq mux-rbe

1024822qinq snap-rbe

418822qinq mux-dot1q-rbe

1428822qing snap-dot1q-rbe

-182822 + 6qinq mux-pppoa

-164822 + 6qinq snap-pppoa

ATM オーバーヘッドアカウンティングと階層型ポリシー
階層型ポリシーでは、親ポリシーと子ポリシー上でシェーピングと帯域幅に対するATMオーバー
ヘッドアカウンティングをイネーブルにすることができます。 bandwidthコマンドまたは shape
コマンドを含まないトラフィッククラス上の ATMオーバーヘッドアカウンティングはイネーブ
ルにする必要がありません。子ポリシー上の ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブ
ルにした場合は、親ポリシー上の ATMオーバーヘッドアカウンティングもイネーブルにする必
要があります。 ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする場合は、親クラスと
子クラスで同じカプセル化タイプを指定する必要があります。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングの設定方法

階層型ポリシーでの ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッ
ドアカウンティングの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-map-name
4. class class-map-name
5. bandwidth {bandwidth-kbps | percent percentage | remaining percent percentage} account {{qinq | dot1q}

{aal5 | aal3} {subscriber-encapsulation}} | {user-defined offset [atm]}}
6. bandwidth remaining ratio ratio [account {qinq | dot1q} [aal5|aal3] {subscriber-encapsulation |

user-definedoffset[atm]}]
7. shape [average |peak] mean-rate[burst-size] [excess-burst-size] account {{{qinq | dot1q} {aal5 | aal3}

{subscriber-encapsulation}} | {user-defined offset [atm]}}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   •パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

子ポリシーを作成または変更して、ポリシーマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
Business

ステッ

プ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。これは、子ポリシーの名前です。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップに対して指定されたトラフィッククラスを割り当て、ポリ

シーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始します。

class class-map-name

例：

Router(config-pmap)# class
video

ステッ

プ 4   

•トラフィッククラス名を入力します。これは設定済みのクラスマップ
の名前です。

次のように、指定されたキーワードと引数に基づいてクラスベース重み付け

均等化キューイング（CBWFQ）をイネーブルにします。
bandwidth {bandwidth-kbps |
percent percentage | remaining
percent percentage} account

ステッ

プ 5   

• bandwidth-kbps：ポリシーマップに属しているクラスに対して割り当て
る最小帯域幅を指定または変更します。有効な値は、リンク帯域幅の 1
～99%に相当する 8～2488320です。

{{qinq | dot1q} {aal5 | aal3}
{subscriber-encapsulation}} |
{user-defined offset [atm]}}

例：

Router(config-pmap-c)#

• percent percentage：ポリシーマップに属しているクラスに対して割り当
てるリンク帯域幅の最小パーセンテージを指定または変更します。有効

値は 1～ 99です。bandwidth 8000 account
dot1q aal5 snap-pppoa

• remaining percent percentage：ポリシーマップに属するクラスに割り当
てられる未使用のリンク帯域幅の最小パーセンテージを指定または変更

します。有効値は 1～ 99です。

• account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにしま
す。

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指定し
ます。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化タイ
プとして指定します。

• aal5：コネクション型可変ビットレート（VBR）サービスをサポートす
る ATMアダプテーション層 5を指定します。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方をサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定します。
詳細については、加入者線カプセル化タイプ, （3ページ）を参照して
ください。

• user-defined：ルータでの ATMオーバーヘッド計算に使用されるオフ
セットサイズを指定します。

• offset：ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズを指定し
ます。有効値は –63～+63バイトです。

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適用し
ます。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ATMアカウンティングパラメータと一緒にサブインターフェイスの
帯域幅残存率を指定します。

bandwidth remaining ratio
ratio [account {qinq | dot1q}
[aal5|aal3]

ステッ

プ 6   

• ratio：サブインターフェイスの帯域幅余剰比率を指定します。有効な値
は 1～ 100です。デフォルト値は、1です

{subscriber-encapsulation |
user-definedoffset[atm]}]

例：

Router(config-pmap-c)#

Cisco 7600シリーズルータの有効値は 1～ 10,000です。デフォル
ト値は、1です

（注）

bandwidth remaining ratio • account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにしま
す。

10 account dot1q aal5
snap-pppo

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指定し
ます。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化タイ
プとして指定します。

• aal5：コネクション型 VBRサービスをサポートする AAL5を指定しま
す。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方をサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定します。
詳細については、加入者線カプセル化タイプ, （3ページ）を参照して
ください。

• user-defined：ルータでの ATMオーバーヘッド計算に使用されるオフ
セットサイズを指定します。

• offset：ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズをバイト
単位で指定します。有効な値は -63～+63です。

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適用し
ます。

次のように、指定されたビットレートにトラフィックをシェーピングし、指

定されたキーワードと引数に基づいて ATMオーバーヘッドアカウンティン
グをイネーブルにします。

shape [average |peak]
mean-rate[burst-size]
[excess-burst-size] account
{{{qinq | dot1q} {aal5 | aal3}

ステッ

プ 7   

• average：（任意）インターバルごとに送出される最大ビット数を指定す
る認定バースト（Bc）。

{subscriber-encapsulation}} |
{user-defined offset [atm]}}

例：

Router(config-pmap-c)#

• peak：（任意）インターバルごとに送出される最大ビット数を指定しま
す（Bc +超過バースト [Be]）。 Cisco 10000ルータと SIP400（Cisco 7600
シリーズルータ上）は、このオプションをサポートしません。shape 8000 account qinq

aal5 snap-dot1q-rbe
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目的コマンドまたはアクション

• mean-rate：認定情報速度（CIR）とも呼ばれます。トラフィックのシェー
ピングに使用されるビットレートを bps単位で指定します。

• burst-size：（任意）測定インターバル内のビット数（Bc）。

• excess-burst-size：（任意）Beの超過が許可される受け入れ可能なビット
数。

• account：ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにしま
す。

• qinq：QinQカプセル化をBRAS-DSLAMカプセル化タイプとして指定し
ます。

• dot1q：IEEE 802.1Q VLANカプセル化を BRAS-DSLAMカプセル化タイ
プとして指定します。

• aal5：コネクション型可変ビットレート（VBR）サービスをサポートす
る AAL5を指定します。

• aal3：コネクションレス型リンクとコネクション型リンクの両方をサポー
トする ATMアダプテーション層 5を指定します。 aal3または aal5のい
ずれかを指定する必要があります。

• subscriber-encapsulation：加入者線でのカプセル化タイプを指定します。
詳細については、加入者線カプセル化タイプ, （3ページ）を参照して
ください。

• user-defined：ルータでの ATMオーバーヘッド計算に使用されるオフ
セットサイズを指定します。

• offset：ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズを指定し
ます。有効値は –63～+63バイトです。

• atm：（任意）ATMオーバーヘッド計算に ATMセルタックスを適用し
ます。offsetオプションとatmオプションの両方を設定すると、オフセッ
トサイズに対するパケットサイズの調整が行われてから、ATMセル
タックスが追加されます。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了し、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステッ

プ 8   

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
の設定の確認

手順の概要

1. enable
2. show policy-map [policy-map-name]
3. show policy-map session
4. show running-config
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）指定したポリシーマップに関する全クラスの設

定、または、既存の全ポリシーマップに関する全クラス

の設定を表示します。

show policy-map [policy-map-name]

例：

Router# show policy-map unit-test

ステップ 2   

•（任意）ポリシーマップ名を入力します。

（任意）IPoE/PPPoEセッションに対して有効なQoSポリ
シーマップを表示します。

show policy-map session

例：

Router# show policy-map session

ステップ 3   

（任意）現在実行中のコンフィギュレーションファイル

の内容を表示します。

show running-config

例：

Router# show running-config

ステップ 4   

特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 5   
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ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカ
ウンティングの設定例

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
をイネーブルにする例

次に、階層型ポリシーマップ構造を使用して ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブ
ルにする例を示します。子ポリシーマップに Businessと Non-Businessの 2つのクラスがありま
す。 Businessクラスは、プライオリティが設定され、128,000 kbpsにポリシングされています。
Non-Businessクラスは、ATMオーバーヘッドアカウンティングがイネーブルにされ、使用可能な
帯域幅の 20 %が割り当てられています。親ポリシーマップは集約トラフィックを 256,000 Kbps
にシェーピングし、ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにします。

レイヤ 2オーバーヘッドアカウンティングがビジネストラフィッククラス用に明示的に設定さ
れていないことに注意してください。親ポリシーの class-defaultクラスで ATMオーバーヘッド
アカウンティングがイネーブルになっている場合は、bandwidthコマンドまたは shapeコマンド
を含まない子トラフィッククラス上で ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにす
る必要がありません。したがって、この例では、親 class-defaultクラスで ATMオーバーヘッド
アカウンティングがイネーブルになっているため、Businessプライオリティキューで ATMオー
バーヘッドアカウンティングが黙示的にイネーブルにされます。

policy-map Child
class Business
priority
police 128000
class Non-Business
bandwidth percent 20 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
exit
exit
policy-map Parent
class class-default
shape 256000 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
service-policy Child

次の例では、subscriber_classesという名前の子ポリシーマップの gamingクラスと class-defaultク
ラス、および、subscriber_lineという名前の親ポリシーマップの class-defaultクラスでオーバーヘッ
ドアカウンティングが帯域幅に対してイネーブルになっています。 voipクラスと videoクラスに
は明示的にイネーブルになっているアカウンティングはありません。これらのクラスは親ポリシー

でオーバーヘッドアカウンティングがイネーブルであるため、ATMオーバーヘッドアカウンティ
ングが黙示的にイネーブルにされます。親ポリシーと子ポリシーの機能で同じカプセル化タイプ

が使用されていることに注意してください。

policy-map subscriber_classes
class voip
priority level 1
police 8000
class video
priority level 2
police 8000
class gaming
bandwidth remaining percent 80 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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class class-default
bandwidth remaining percent 20 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q

policy-map subscriber_line
class class-default
bandwidth remaining ratio 10 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
shape average 512 account aal5 dot1q snap-rbe-dot1q
service policy subscriber_classes

ATM のトラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティング
の確認例

Router# show policy-map interface

Service-policy output:unit-test
Class-map: class-default (match-any)
100 packets, 1000 bytes
30 second offered rate 800 bps, drop rate 0 bps
Match: any
shape (average) cir 154400, bc 7720, be 7720
target shape rate 154400
overhead accounting: enabled
bandwidth 30% (463 kbps)
overhead accounting: disabled
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(packets output/bytes output) 100/1000

Router# show policy-map session output

SSS session identifier 2 -
Service-policy output: ATM_OH_POLICY

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
30 second offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Queueing
queue limit 2500 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 10000000, bc 40000, be 40000
target shape rate 10000000
Overhead Accounting Enabled

次の show running-configコマンドの出力は、ATMオーバーヘッドアカウンティングがシェーピ
ングに対してイネーブルになっていることを示しています。 BRAS-DSLAMカプセル化は dot1q
で、加入者線カプセル化は AAL5サービスに基づく snap-rbeです。

subscriber policy recording rules limit 64
no mpls traffic-eng auto-bw timers frequency 0
call rsvp-sync
!
controller T1 2/0
framing sf
linecode ami
!
controller T1 2/1
framing sf
linecode ami
!
!
policy-map unit-test
class class-default
shape average percent 10 account dot1q aal5 snap-rbe
!
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

モジュラQuality of Service（QoS）コマンドライ
ンインターフェイス（CLI）（MQC）、階層型
ポリシー、ポリシーマップ

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トラフィックのポリシングとシェーピング

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリ

リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードする場合は、次の URLに
ある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

ATM の MQC トラフィックシェーピングオーバーヘッド
アカウンティングに関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2：ATM の MQC トラフィックシェーピングオーバーヘッドアカウンティングに関する機能情報

機能情報リリース機能名

ATMのMQCトラフィック
シェーピングオーバーヘッド

アカウンティング機能を使用す

れば、BRASで、パケットに
QoS機能を適用するときにさま
ざまなカプセル化タイプを考慮

できます。

この機能により、bandwidth
(policy-map class)、bandwidth
remaining ratio、shape
(policy-map class)、show
policy-map interface、show
policy-map session、show
running-configコマンドが導入
または変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.4ATMのMQCトラフィック
シェーピングオーバーヘッド

アカウンティング
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